
  竹　　　田　　　市

   令　和　8　年　度　　

 竹 田 市 簡 易 水 道 事 業 会 計 予 算 書



議 案 第 ２２ 号　

（総則）
第１条　令和7年度竹田市簡易水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。

（１）給水戸数 2,767 戸

（２）年間総配水量 1,054,030 ㎥

（３）一日平均配水量 2,888 ㎥

（４）主要な建設改良事業の概要

1．配水施設新設改良工事 10,000 千円

2．配水施設維持・更新工事 20,000 千円

3．仏面配水池整備工事 38,500 千円

4．電気設備更新事業 115,000 千円

（収益的収入及び支出）

第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

第１款　水道事業収益 224,754 千円

第１項　営業収益 103,151 千円

第２項　営業外収益 121,601 千円

第３項　特別利益 2 千円

第１款　水道事業費用 230,458 千円

第１項　営業費用 222,968 千円

第２項　営業外費用 7,190 千円

第３項　特別損失 100 千円

第４項　予備費 200 千円

令和８年度　竹田市簡易水道事業会計予算

収　　　　　　入

支　　　　　　出
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（資本的収入及び支出）

　　　消費税資本的収支調整額16,729千円、過年度分損益勘定留保資金 45,391千円、当年度分損益勘定留保資金16,741千円で補填するものとする。）

第１款　資本的収入 164,391 千円

第１項　企業債 106,100 千円

第４項　国庫補助金 57,400 千円

第５項　工事負担金 891 千円

第１款　資本的支出 243,252 千円

第１項　建設改良費 184,916 千円

第２項　企業債償還金 58,336 千円

（企業債）

第5条　起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び限度額は、次のとおりと定める。

限度額 起債の方法 利率 償還の方法

53,050千円
53,050千円

106,100千円

第４条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する78,861千円は、当年度消費税及び地方

起債の目的

合計

証書借入
又は

証券発行

　年6.0%以内（ただ
し、利息見直し方式

ては、当該見直し後
の利率）

で借り入れる政府資 　政府資金については、その融資条件によっ
金及び地方公共団 て、銀行その他の場合には、その債権者と協
体金融機構資金に 定するものによる。ただし、市財政の都合により
ついて、利率の見直 据置期間及び償還期間を短縮し、又は繰上償
しを行った後におい 還もしくは低利に借換えすることができる。

簡易水道事業（水道事業債）
簡易水道事業（過疎対策事業
債）

収　　　　　　入

支　　　　　　出
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（一時借入金）

第6条　一時借入金の限度額は、5,000千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第7条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

（１）営業費用、営業外費用及び特別損失の間の流用

（議会の議決を経なければ流用することができない経費）

第8条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する

　　　 場合は、議会の議決を経なければならない。

（１）職員給与費 15,703 千円

（他会計からの補助金）

第9条　簡易水道事業の運営のため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額、減価償却費、資産減耗費及び企業債利息ほかは43,477千円と
定める。

（たな卸資産の購入限度額）

第10条　たな卸資産の購入限度額は、2,500千円と定める。

令和８年２月２４日 提出

竹田市長　　土　居　昌　弘
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令和８年度

竹田市簡易水道事業会計予算に関する説明書



収益的収入及び支出

収　　　入 (単位：千円)

予　　定　　額 備　　　　　　　　　　　　　　考

１．水 道 事 業 収 益 216,774

１．営 業 収 益 103,151

１．給 水 収 益 102,758 水道使用料

２．受 託 工 事 収 益 0 受託修繕工事収益

３．そ の 他 営 業 収 益 393 督促手数料等

２．営 業 外 収 益 113,621

１．受 取 利 息 及 び 配 当 金 100 預金利息

２．他 会 計 補 助 金 43,477

４．雑 収 益 537

５．長 期 前 受 金 戻 入 41,984

６．資 本 費 繰 入 収 益 27,523

３．特 別 利 益 2

２．過 年 度 損 益 修 正 益 1

３．そ の 他 特 別 利 益 1

款 項 目

令和８年度　竹田市簡易水道事業会計予算実施計画
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支　　　出 (単位：千円)

予　　定　　額 備　　　　　　　　　　　　　　考

１．水 道 事 業 費 用 230,458

１．営 業 費 用 222,968

１．原 水 及 び 浄 水 費 26,155 原水及び浄水設備の維持管理に要する費用

２．配 水 及 び 給 水 費 44,817 配水及び給水設備の維持管理に要する費用

４．総 係 費 33,225 業務活動の全般に関する費用

５．減 価 償 却 費 117,671 償却資産に係る減価償却費

６．資 産 減 耗 費 1,100 固定資産の除却及びたな卸資産の減耗損失

２．営 業 外 費 用 7,190
１．支 払 利 息 及 び

企 業 債 取 扱 諸 費 4,430 企業債(政府、公庫)利息

３．消 費 税 2,760

４．雑 支 出 0 不用品の売却原価等

３．特 別 損 失 100

２．臨 時 損 失 0

３．過 年 度 損 益 修 正 損 100

４．そ の 他 特 別 損 失 0

６．手 当 0

８．減 損 損 失 0

４．予 備 費 200

１．予 備 費 200

款 項 目
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資本的収入及び支出

収　　　入 (単位：千円)

予　　定　　額 備　　　　　　　　　　　　　　考

１．資 本 的 収 入 164,391

１．企 業 債 106,100

１．企 業 債 106,100 水道事業債

４．国 庫 補 助 金 57,400

１．国 庫 補 助 金 57,400

５．工 事 負 担 金 891

１．工 事 負 担 金 891 新規加入工事負担金等

６．他 会 計 出 資 金 0

１．他 会 計 出 資 金 0

支　　　出 (単位：千円)

予　　定　　額 備　　　　　　　　　　　　　　考

１．資 本 的 支 出 243,252

１．建 設 改 良 費 184,916

１．配 水 設 備 工 事 費 183,500 配水設備改良に要する費用

２．固 定 資 産 購 入 費 1,416 量水器等固定資産購入費

２．企 業 債 償 還 金 58,336

１．企 業 債 償 還 金 58,336 企業債（政府、公庫）元金の償還金

款 項 目

款 項 目
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　　竹田市簡易水道事業会計　間接法 （単位：千円)
Ⅰ．

△ 14,456
117,671

0
1,050

0
0

44
△ 2

0
0

100
△ 41,984

△ 100
4,430

△ 8,246
△ 3,847

△ 211
0
0
0
0

54,449
100

△ 4,430
50,119

Ⅱ．
△ 169,427

0
57,400

810

△ 929
△ 112,146

Ⅲ．
106,100

△ 58,336
0
0

一般会計からの出資による収入
0
0

47,764

Ⅳ． △ 14,263
Ⅴ． 60,163
Ⅵ． 45,900現金預金の期末残高

その他収入
その他支出
財務活動によるキャッシュフロー ③

現金預金の増加額④＝①+②+③
現金預金の期首残高

借入金返済による支出

他会計負担金による収入
国庫補助金による収入
工事負担金による収入
その他資本的収入
投資活動に伴う未収金等の債権の減少額
投資活動に伴う未払金等の債務の増加額
投資活動によるキャッシュフロー ②
財務活動によるキャッシュフロー
企業債による収入
その他の企業債の償還による支出
借入れによる収入

固定資産取得・建設改良事業等実施額

たな卸資産の増加額
営業及び営業外未払金・未払費用の減少額
前払金・前払費用減少額
前受金増加額

小計
受取利息及び配当金
支払利息及び企業債取扱諸費
業務活動によるキャッシュフロー ①
投資活動によるキャッシュフロー

その他流動負債の増加
その他流動資産の減少

特別修繕引当金の増加額
貸倒引当金の増加額
長期前受金の戻入額
受取利息及び配当金
支払利息及び企業債取扱費
営業及び営業外未収金減少額

修繕引当金の増加額

令和８年度　竹田市簡易水道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書

（令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで）

業務活動によるキャッシュフロー
当年度純利益
減価償却費
繰延勘定償却
固定資産除却費
固定資産売却損
退職給付引当金の増加額
賞与引当金の増加額
法定福利費引当金の増加額
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（単位：千円）

１． 固定資産

（１）有形固定資産

イ 土地 16,018

ロ 建物 19,941

同減価償却累計額 5,618 14,323

ハ 構築物 1,815,265

同減価償却累計額 353,021 1,462,244

ニ 機械及び装置 292,059

同減価償却累計額 113,987 178,072

ホ 車輌運搬具

同減価償却累計額 0

ヘ 工具器具及び備品

同減価償却累計額 0

ト リース資産 0

同減価償却累計額 0 0

チ 建設仮勘定 6,700

有形固定資産合計 1,677,357

（２）無形固定資産

イ 施設利用権 0

ロ 借地権 0

ハ リース資産 0

無形固定資産合計 0

固定資産合計 1,677,357

２． 流動資産

（１）現金預金 45,900

（２）未収金 26,991

（３）貯蔵品 2,779

（４）前払金 0

（５）貸倒引当金 △ 200

（６）その他流動資産 0

流動資産合計 75,470

３． 繰延勘定
（１）開発費 0

繰延勘定合計 0

資産合計 1,752,827

令和８年度　竹田市簡易水道事業予定貸借対照表

（令和９年３月３１日）

【資　    産    　の    　部】
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（単位：千円）

４． 固定負債
（１）

イ 建設改良企業債 292,086
ロ その他企業債 0 292,086

(２)
イ 退職給付引当金 0
ロ 修繕引当金 0 0

（３） リース債務 0
（４） その他固定負債 0

292,086

５． 流動負債
（１）

イ 建設改良企業債 44,714
ロ その他企業債 0 44,714

（２）リース債務 0
（３）引当金

イ 退職給付引当金 0
ロ 賞与引当金 1,638
ハ 法定福利費引当金 298
ニ 修繕引当金 0 1,936

（４） 2,049
（５）前受金 0
（６） 9

流動負債合計 48,708

６． 繰延収益
（１） 822,121
（２）長期前受金収益化累計額 173,136

繰延収益合計 648,985
負債合計 989,779

７． 資本金
（１）自己資本金

イ 固有資本金 741,995
ロ 繰入資本金 0
ハ 組入資本金 6,211
自己資本金合計 748,206
資本金合計 748,206

８． 剰余金
（１）資本剰余金

イ 工事負担金 3,150
ロ 国庫補助金 0
ハ 受贈財産評価額 0
ニ 再評価積立金 0
ホ 県補助金 0
ヘ 他会計補助金 0
ト  他会計負担金 0
チ 出資金 0
資本剰余金合計 3,150

（２）利益剰余金
イ 減債積立金 0
ロ 建設改良積立金 0
ハ 繰越利益剰余金

１ 繰越利益剰余金年度末残高 26,148
2 当年度純利益 △ 14,456 11,692

ニ その他未処分利益
　 剰余金変動額 0
利益剰余金合計 11,692
剰余金合計 14,842
資本合計 763,048
負債資本合計 1,752,827

その他流動負債

長期前受金

【資　　　本    　の    　部】

未払金

【負　　　債    　の    　部】

企業債

引当金

　　　固定負債合計

企業債
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（単位：千円）

１． 固定資産

（１）有形固定資産

イ 土地 16,018

ロ 建物 19,941

同減価償却累計額 4,442 15,499

ハ 構築物 1,662,237

同減価償却累計額 270,651 1,391,586

ニ 機械及び装置 279,319

同減価償却累計額 79,862 199,457

ホ 車輌運搬具

同減価償却累計額 0

ヘ 工具器具及び備品

同減価償却累計額 0

ト リース資産 0

同減価償却累計額 0 0

チ 建設仮勘定 6,700

有形固定資産合計 1,629,260

（２）無形固定資産

イ 電話加入権 0

ロ 借地権 0

ハ リース資産 0

無形固定資産合計 0

固定資産合計 1,629,260

２． 流動資産

（１）現金預金 60,163

（２）未収金 18,745

（３）貯蔵品 1,541

（４）前払金 0

（５）貸倒引当金 0

（６）その他流動資産 △ 100

流動資産合計 80,349

３． 繰延勘定
（１）開発費 0

繰延勘定合計 0
資産合計 1,709,609

令和７年度　竹田市簡易水道事業予定貸借対照表（前年度）

（令和８年３月３１日）

【資　    産    　の    　部】
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（単位：千円）

４． 固定負債
（１）

イ 建設改良企業債 232,140
ロ その他企業債 0 232,140

イ 退職給付引当金 0
ロ 修繕引当金 0 0

（３） リース債務 0
（４） その他固定負債 0

232,140

５． 流動負債
（１）

イ 建設改良企業債 56,896
ロ その他企業債 0 56,896

（２）リース債務 0
（３）引当金

イ 退職給付引当金 0
ロ 賞与引当金 1,594
ハ 法定福利費引当金 300
ニ 修繕引当金 0 1,894

（４） 3,189
（５）前受金
（６） 9

流動負債合計 61,988
６． 繰延収益

（１） 769,939
（２）長期前受金収益化累計額 131,152 638,787

負債合計 932,915

７． 資本金
（１）自己資本金

イ 固有資本金 741,995
ロ 繰入資本金 0
ハ 組入資本金 6,211
自己資本金合計 748,206
資本金合計 748,206

８． 剰余金
（１）資本剰余金

イ 工事負担金 2,340
ロ 国庫補助金 0
ハ 受贈財産評価額 0
ニ 再評価積立金 0
ホ 県補助金 0
ヘ 他会計補助金 0
ト  他会計負担金 0
チ 出資金 0
資本剰余金合計 2,340

（２）利益剰余金
イ 減債積立金 0
ロ 建設改良積立金 0
ハ 繰越利益剰余金

１ 繰越利益剰余金年度末残高 21,935
2 当年度純利益 4,213 26,148

ニ その他未処分利益
　 剰余金変動額 26,148
利益剰余金合計 28,488
剰余金合計 776,694
資本合計 1,709,609

負債資本合計

未　払　金

【負　　　債    　の    　部】

企　業　債

(２) 引当金

　　　固定負債合計

企　業　債

その他流動負債

長期前受金

【資　　　本    　の    　部】
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（単位：千円)
１． 営業収益

（１） 給水収益 93,209
（２） 受託工事収益 0
（３） その他営業収益 412 93,621

２． 営業費用
（１） 原水及び浄水費 10,511
（２） 配水及び給水費 35,124
（３） 受託工事費 0
（４） 総係費 40,295
（５） 減価償却費 117,475
（６） 資産減耗費 120
（７） その他営業費用 0 203,525

営業利益 △ 109,904

３． 営業外収益
（１） 受取利息及び配当金 114
（２） 他会計補助金 45,062
（３） 消費税還付金 0
（４） 雑収益 3,342
（５） 長期前受金戻入 43,245
（６） 資本費繰入収益 30,938 122,701

４． 営業外費用
（１） 支払利息及び企業債取扱諸費 4,265
（２） 繰延勘定償却 0
（４） 雑支出 4,610 8,875 113,826

経常利益 3,922

５． 特別利益
（１） 固定資産売却利益 0
（２） 過年度損益修正益 0
（３） その他の特別利益 0
（７）賞与引当金戻入益 298 298

６． 特別損失
（１） 固定資産売却損 0
（２） 臨時損失 0
（３） 過年度損益修正損 7
（４） その他特別損失 0
（６） 手当 0
（８） 減損損失 0 7 291

当年度純利益 4,213
前年度繰越利益剰余金 21,935
その他未処分利益剰余金変動額
当年度未処分利益剰余金 26,148

令和７年度　竹田市簡易水道事業予定損益計算書（前年度分）

（令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで）
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令和８年度　竹田市簡易水道事業会計予算書に関する注記

Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記
　　令和５年度から、地方公営企業会計基準を適用して、財務諸表等を作成している。

　

　１．棚卸し資産の評価基準及び評価方法
　　　材料及び量水器　　　　先入先出法による原価法
　２．有形固定資産の減価償却方法
　　(1) 減価償却の方法　　　定額法による。
　　(2) 主な耐用年数
　　　・建物　　　　　　　　　  　１３～３８年
　　　・構築物　　　　　　　　   ３０～６０年　　　　　　
　　　・機械及び装置　　　  　　８～２０年
　　　・車両運搬具　　　　　　          ５年
　　　・工具器具及び備品 　 　２～１５年
　　(３)重要なリース取引の処理方法
　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた
　　会計処理による。
　３．引当金の計上方法
　　(1) 退職給付引当金
　　　　職員の退職手当は一般会計が負担することとなっているため、計上しない。
　　(2) 賞与引当金
　　　　職員の期末勤勉手当の支給に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年
　  　度の負担に属する額を計上する。
　　(3) 修繕引当金
　　　　毎事業年度の修繕費の平準化を図るため、当該年度の修繕費予算額から執行額を控除し
　　　た額を計上することとする。
　　(4) 貸倒引当金
　　　　債権の不納欠損による損失に備えるため、回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上
　　　する。
　　(5) 法定福利費引当金
　　　　職員の期末勤勉支給時の負担金支出に備えるため、当年度末における支給見込額に基
　  　づき、当年度の負担に属する額を計上する。
　４．消費税及び地方消費税の会計処理
　　　消費税及び地方消費税の会計処理は税抜き方式による。

Ⅱ．セグメント情報に関する注記
　　単一事業運営のため記載を省略する。
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収益的収入及び支出
(単位：千円)

本年度 前年度
予定額 予定額 金　　　額

１ 224,753 222,677 2,076
1. 営 業 収 益 103,151 102,893 258

１． 給 水 収 益 102,758 102,500 258
１． 水 道 料 金 102,758 ・水道使用料

　給水戸数　　2,767戸
　給水人口　　5,636人

２． 受 託 工 事 収 益 0 0 0
１． 給 水 工 事 収 益 0
２． 修 繕 工 事 収 益 0
３． 手 数 料 0

３． そ の 他 営 業 収 益 393 393 0
１． 材 料 売 却 収 益 0
２． 他 会 計 負 担 金 300
３． 手 数 料 92 ・督促手数料等
４． 雑 収 益 1

2. 営 業 外 収 益 121,600 119,782 1,818
１． 受 取 利 息 及 び 配 当 金 100 1 99

１． 預 金 利 息 100
２． 有 価 証 券 利 息 0

２． 他 会 計 補 助 金 43,477 46,000 △ 2,523
１． 他 会 計 補 助 金 43,477

３． 消 費 税 還 付 7,979 0 7,979
１． 消 費 税 還 付 7,979

４． 雑 収 益 537 537 0
１． 不 用 品 売 却 収 益 0
２． そ の 他 雑 収 益 537

５． 長 期 前 受 金 戻 入 41,984 43,244 △ 1,260
４． 国庫補助金長期前受金戻入 20,519
５． 他 会 計 負 担 金 20,626
８． その他資本剰余金長期前受金戻入 839

7． 資 本 費 繰 入 収 益 27,523 30,000 △ 2,477
1． 資本費繰入収益 27,523

令和８年度　竹田市簡易水道事業会計予算事項別明細書

収   入

水 道 事 業 収 益
区　　　　　　　分

説　　　　　　　明款　　　　　　項 目 比　　較 節
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(単位：千円)
本年度 前年度
予定額 予定額 金　　　額

3. 特 別 利 益 2 2 0
２． 過 年 度 損 益 修 正 益 1 1 0

１． 過 年 度 損 益 修 正 益 1
３． そ の 他 特 別 利 益 1 1 0

１． そ の 他 特 別 利 益 1

(単位：千円)
本年度 前年度
予定額 予定額 金　　　額

１. 230,458 228,301 2,157
1. 営 業 費 用 222,968 219,531 3,437

１． 原 水 及 び 浄 水 費 26,155 12,465 13,690
１０． 備 消 耗 品 費 0
１１． 燃 料 費 48 ・公用車燃料費等
１２． 光 熱 費 120 ・水源地電気料
１７． 手 数 料 13,537 ・水質検査
１８． 賃 借 料 392 ・土地借地料
２１． 動 力 費 10,800 ・水源地電気料
２２． 薬 品 費 1,258 ・次亜塩素酸ソーダ等購入費
２４． 材 料 費 0

２． 配 水 及 び 給 水 費 44,817 41,820 2,997
１． 給 料 4,963 ・工務係1名分
２． 手 当 3,002 ・扶養 492、通勤125

  住居81、時間外 500
　期末勤勉 1,612、児童手当 240

５． 法 定 福 利 費 1,494 ・市町村職員共済組合費等
１０． 備 消 耗 品 費 80 ・工具、図面用消耗品等
１１． 燃 料 費 144 ・公用車燃料費等
１２． 光 熱 費 1,200 ・配水池電気料
１４． 通 信 運 搬 費 4,200 ・配水池通信料
１６． 委 託 料 12,737 ・配水池草刈、量水器取替

  水道台帳管理システム保守
  施設保守点検、配水池清掃等

１８． 賃 借 料 273 ・水道台帳管理ｼｽﾃﾑ使用料、用地借地料

比　　較 節 説　　　　　　　明
区　　　　　　　分

水 道 事 業 費 用

款　　　　　　項 目

支   出

款　　　　　　項 目 比　　較 節 説　　　　　　　明
区　　　　　　　分
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(単位：千円)
本年度 前年度
予定額 予定額 金　　　額

１９． 修 繕 費 10,000 ・配水管等修繕費
２０． 路 面 復 旧 費 1 ・舗装修繕費
２１． 動 力 費 3,600 ・配水池加圧ﾎﾟﾝﾌﾟ電気料等
２４． 材 料 費 1,500 ・修繕等材料費
２５． 補 償 金 1 ・補償金
３０． 負 担 金 648 ・県管路事業負担金
201． 賞 与 引 当 金 繰 入 額 824 ・翌年度6月分賞与引当額
202． 法定福利費引当金繰入額 150 ・翌年度6月分賞与引当額

４． 総 係 費 33,225 46,051 △ 12,826
１． 給 料 4,957 ・庶務係1名分
２． 手 当 2,781 ・扶養 306、通勤 99

　住居 81、時間外 500
　期末勤勉 1,587、児童手当 240

５． 法 定 福 利 費 1,634 ・市町村職員共済組合費等
６． 旅 費 0

１０． 備 消 耗 品 費 105 ・事務用備品、消耗品等
１１． 燃 料 費 48 ・公用車燃料費等
１２． 光 熱 費 66 ・テレメーター室電気料
１３． 印 刷 製 本 費 532 ・納付書等印刷
１４． 通 信 運 搬 費 456 ・後納郵便料等
１６． 委 託 料 18,128 ・料金収納関連、システム保守等
１７． 手 数 料 1,219 ・口座振替等手数料
１８． 賃 借 料 1,660 ・料金、会計電算機器システムリース料
１９． 修 繕 費 256 ・公用車修繕費
２５． 補 償 金 1 ・補償金
３１． 保 険 料 277 ・水道賠償責任保険等
３２． 公 課 費 43 ・自動車重量税
201． 賞 与 引 当 金 繰 入 額 814 ・翌年度6月分賞与引当額
202． 法定福利費引当金繰入額 148 ・翌年度6月分賞与引当額
206． 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 100

５． 減 価 償 却 費 117,671 118,095 △ 424
３３． 有形固定資産減価償却費 117,671 ・配水管等減価償却費

款　　　　　　項 目 比　　較 節 説　　　　　　　明
区　　　　　　　分
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(単位：千円)
本年度 前年度
予定額 予定額 金　　　額

６． 資 産 減 耗 費 1,100 1,100 0
３５． 固 定 資 産 除 却 費 1,050 ・配水管、量水器等除却費
３６． た な 卸 資 産 減 耗 費 50 ・貯蔵材料不良品処分等

2. 営 業 外 費 用 7,190 8,470 △ 1,280
１． 支 払 利 息 及 び 4,430 4,470 △ 40

企 業 債 取 扱 諸 費 ３９． 企 業 債 利 息 4,430 ・政府及び公庫企業債利息
４０． 借 入 金 利 息 0

３． 消 費 税 2,760 4,000 △ 1,240
３２． 公 課 費 2,760

４． 雑 支 出 0 0 0
４６． 不 用 品 売 却 原 価 0

3. 特 別 損 失 100 100 0
２． 臨 時 損 失 0 0 0

５２． 臨 時 損 失 0
３． 過 年 度 損 益 修 正 損 100 100 0

５３． 過 年 度 損 益 修 正 損 100
４． そ の 他 特 別 損 失 0 0 0

５４． そ の 他 特 別 損 失 0
６． 手 当 0 0 0

２． 手 当 0
８． 減 損 損 失 0 0 0

２０９． 減 損 損 失 0
４. 予 備 費 200 200 0

１． 予 備 費 200 200 0
９０． 予 備 費 200

款　　　　　　項 目 比　　較 節 説　　　　　　　明
区　　　　　　　分
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資本的収入及び支出
(単位：千円)

本年度 前年度
予定額 予定額 金　　　額

１. 164,391 98,961 65,430
1. 企 業 債 106,100 72,300 33,800

１． 企 業 債 106,100 72,300 33,800
１． 企 業 債 106,100 ・水道事業債等

2. 他 会 計 負 担 金 0 0 0
１． 他 会 計 負 担 金 0 0 0

１． 他 会 計 負 担 金 0
4. 国 庫 補 助 金 57,400 26,166 31,234

１． 国 庫 補 助 金 57,400 26,166 31,234
１． 国 庫 補 助 金 57,400

5. 工 事 負 担 金 891 495 396
１． 工 事 負 担 金 891 495 396

１． 工 事 負 担 金 891 ・新規加入金等

(単位：千円)
本年度 前年度
予定額 予定額 金　　　額

１. 243,252 170,396 72,856
1. 建 設 改 良 費 184,916 104,425 80,491

１． 配 水 設 備 工 事 費 183,500 103,500 80,000
１６． 委 託 料 0
２３． 工 事 請 負 費 183,500 ・水源施設改修工事等
２５． 補 償 金 0

２． 固 定 資 産 購 入 費 1,416 925 491
６１． 機械及び装置購入費 1,416 ・量水器購入
６４． 用 地 費 0

2. 企 業 債 償 還 金 58,336 65,971 △ 7,635
１． 企 業 債 償 還 金 58,336 65,971 △ 7,635

５７． 企 業 債 償 還 金 58,336 ・政府及び公庫企業債元金

収   入

支   出

資 本 的 収 入

款　　　　　　項 目

資 本 的 支 出

説　　　　　　　明
区　　　　　　　分

款　　　　　　項 目 比　　較

比　　較 説　　　　　　　明節
区　　　　　　　分

節
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(単位：千円)
本年度 前年度
予定額 予定額 金　　　額

51
2,500 2,500 0

2,500 2,500 0

2,500 2,500 0 100. たな卸資産購入限度額 2,500 ・貯蔵品購入

たな卸資産購入限度額
　支　　出

款　　　　　　項 目 比　　較

1.  た　な　卸　資　産
    購　入　限　度　額

説　　　　　　　明
区　　　　　　　分

た　な　卸　資　産
購 入　 限　度　額
1.  た　な　卸　資　産
    購　入　限　度　額

節
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１．総　括

職員数 報  酬 給  料 職員手当等 計 共 済 費 合  計

(人) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

2 9,920 7,377 17,297 3,428 20,725

2 9,645 7,462 17,107 3,229 20,336

275 △ 85 190 199 389

区  分 扶養手当 通勤手当 住居手当 管 理 職 時 間 外 休日勤務 期末勤勉 特殊勤務 児童手当 退職手当
手    当 手    当 手    当 手    当 手    当

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

本年度 600 219 162 1,000 4,916 480 0

前年度 798 224 162 1,000 4,798 480 0

比　較 △ 198 △ 5 0 0 118 0

給     与     費

本 年 度

区    分     備      考

給   与   費   明   細   書

の　内　訳

前 年 度

比 　 較

職員手当等
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２．給料及び職員手当等の増減額の明細

区　分 増減額（千円）　　 増減事由別内訳(千円) 　　　　　　　説　　　　　　　明 　　　 備　　　考

給与改定に伴う増減分 260

普通昇給に伴う増加分

その他増減分

制度改正に伴う増減分 60

その他増減分

３．給料及び職員手当の状況

（１）職員１人当り給与

平均年齢 48.0

給  料

　令和７年人事院勧告等による給料表の
増額改定

6 　昇給・昇格等に伴う増

9 　職員の異動に伴う増減等

275

職員手当等

　令和７年度人事院勧告等に伴う期末勤
勉手当月数の増（+0.05）
　扶養手当及び通勤手当の制度見直しに
係る増減等

△ 145 　職員の異動に伴う各種手当の増減等

区  分 一般職

△ 85

平均給料月額 421,107
令和8年1月1日 平均給与月額

平均年齢 49.0
446,159

平均給料月額 410,480
令和7年1月1日 平均給与月額 428,684
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（２）   初　任　給（初級試験）

高　校　卒

（３）   級別職員数

　　昇給

職　員　数（人) 構　成　比（％) 区　　        分 合     計
0 0.0 令和 2
0 0.0 8 2
2 100.0 年 2号給（人）

0 0.0 1 号給数別内訳 4号給（人） 2
0 0.0 月 6号給（人）

0 0.0 1 8号給（人）

0 0.0 日 比率 (B)/(A)　　　　　　　％ 100.0% 
2 100.0 令和 2
0 0.0 7 2
0 0.0 年 2号給（人）

0 0.0 1 4号給（人） 2
2 50.0 月 6号給（人）

0 50.0 1 8号給（人）

0 0.0 日 100.0% 
0 0.0

0 0.0

2 100.0

職      員      数       (A)
昇給に係る職員数 (B)

職      員      数       (A)
昇給に係る職員数 (B)

号給数別内訳

令和７年１月１日現在 4　級

級

207,500 207,500

区分

8　級

7　級

6　級

5　級

一般会計の制度
区　　分 一　般　職(円)

3　級

2　級

　計

1　級

比率 (B)/(A)　　　　　　　％

　計

一　　　　　　　般　　　　　　　職

令和８年１月１日現在

7　級

6　級

5　級

行政職（円)

4　級

3　級

2　級

1　級
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（級別の標準的な職務内容）
区　　　　分 ４級

一　　般　　職 　職務 　する課長の職務

（４）期末・勤勉手当

（５）その他の手当

同　　　　　　　　　　じ
同　　　　　　　　　　じ

同　　　　　　　　　　じ

2.300 2.300
2.325

区　　　　　　　　分 一 般 会 計 の 制 度 と の 異 同

2.325
前　　　年　　　度

住　　　居　　　手　　　当
通　　　勤　　　手　　　当

差　　　異　　　の　　　内　　　容

4.650

扶　　　養　　　手　　　当

2.3252.325本　　　年　　　度

国の制度
4.600
4.650

国と同じ

国と同じ
国と同じ

区　　　　　分
６月（月分）

備　　　考支給率計（月分）
１２月（月分）

支　　給　　期　　間　　別　　支　　給　　率

　の職務

１級 ２級 ３級
　主事の職務

　務困難な業務を処
　理する課長補佐の

６級５級
  係長及び副主幹の   課長補佐及び主幹

７級

　職務

  主査の職務　主任の職務   課長及び参事の職 　困難な業務を処理
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(単位：千円）

左の財源内訳

期　　間 金　額 期　　間 金　額 営業収益

令和8年度

56,382 令和７年度 14,342 ～ 29,037 56,382

令和9年度

令和8年度

8,892 - ～ 8,892 8,892

令和12年度

上下水道料金システム更改構築業務（簡易水
道）

（令和7年度/上下水道課）

上下水道料金等収納関連業務（簡易水道分）
（令和6年度/上下水道課）

債務負担行為に関する調書

事　　　　　項 限　度　額

前 年 度 末 ま で の 当 該 年 度 以 降 の
支 払 義 務 発 生 （ 見込 ）額 支 払 義 務 発 生 予 定 額
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